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bstract

T
his paper relates to the arrangem

ent order of the T
hree letters （

“Fūshin-jo”, “K
oppi-jo” and “K

okkei-jo”） in Letters know
n as “Fūsin-jo” 

arranged in a scroll style.  T
he arrangem

ent order w
as originally in the order of the date of the letter and w

as m
odified to the current 

arrangem
ent order at som

e point in the past. In this paper, the reason of the m
odification w

as considered through actually review
ing the 

scroll of “Fūshin-jo”. In the past, there has nothing to m
ention about the m

odification of the arrangem
ent order of the T

hree letters, it w
as 

pointed out for the first tim
e in this paper.
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前
言

　

空
海
は
、
弘
法
大
師
と
尊
称
さ
れ
、
ま
た
お
大
師
様
と
親
し
ま
れ
て
日
本
各
所

に
お
い
て
人
々
の
信
仰
の
最
上
と
も
い
え
る
存
在
で
あ
り
、
そ
の
書
も
ま
た
在
世

当
時
よ
り
千
年
以
上
を
経
た
今
日
に
至
る
ま
で
わ
が
国
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
る
。

と
く
に
書
の
存
在
は
、
わ
が
国
に
留
ま
ら
ず
、
書
の
発
祥
と
な
っ
た
中
国
に
お
い

て
も
日
本
の
書
を
代
表
す
る
と
評
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
空
海
の
書
跡
の
な
か
で

も
三
通
の
尺
牘
（「
風
信
帖
」「
忽
披
帖
」「
忽
恵
帖
」）
を
集
め
た
『
風
信
帖
』（
図
Ｂ
）

は
、
天
台
宗
の
開
祖
で
あ
る
最
澄
と
の
交
流
に
お
け
る
何
よ
り
の
証
で
あ
り
、
そ

の
書
は
至
宝
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

小
稿
で
は
、
近
年
発
表
さ
れ
た
増
田
孝
氏
の
新
説
―
「
忽
披
帖
」「
忽
恵
帖
」
は

写
し
で
あ
る
―
を
出
発
点
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、空
海
『
風
信
帖
』

の
概
要
に
つ
い
て
略
述
し
た
。
第
二
章
で
は
、
今
日
見
る
こ
と
の
で
き
る
空
海
の

書
に
つ
い
て
略
述
し
た
。
第
三
章
で
は
、増
田
孝
氏
の
新
説
―
「
忽
披
帖
（
図
Ｉ
）」

「
忽
恵
帖
（
図
Ｊ
）」
は
写
し
で
あ
る
―
に
つ
い
て
そ
の
要
旨
を
ま
と
め
た
。
第
四

章
で
は
、
稿
者
（
遠
藤
）
の
空
海
『
風
信
帖
』
を
実
見
し
て
の
新
た
な
発
見
に
つ

い
て
詳
述
し
た
。
第
五
章
で
は
、
現
在
の
尺
牘
三
通
（「
風
信
帖
」「
忽
披
帖
」「
忽

恵
帖
」）
の
位
置
順
番
は
、
の
ち
に
取
り
換
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
察

に
つ
い
て
詳
述
し
た
。

　

本
稿
の
初
出
は
、
稿
者
（
遠
藤
）
が
書
道
研
究
玄
筆
会
（
埼
玉
県
川
越
市
新
宿

町
）
発
行
の
『
玄
筆
』
誌
に
連
載
し
た
「
書
美
探
訪
」
第
百
十
七
回
（
第
二
二
五

号　

２
０
１
４
）
か
ら
第
百
二
十
回
（
第
二
二
八
号　

２
０
１
５
）
ま
で
〝
空
海

『
風
信
帖
』〟
と
題
し
て
執
筆
し
た
小
論
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
筆
修
正
を
加
え
て
、

新
た
に
書
き
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
、
空
海
『
風
信
帖
』
の
概
要

　

１
・
１
、
空
海
『
風
信
帖
』
に
つ
い
て
―　
『
風
信
帖
』
は
、
昭
和
二
十
六
年

六
月
九
日
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。
わ
が
国
の
お
お
く
の
書
跡
の
な
か
で
も
、
空

海
『
風
信
帖
』
ほ
ど
、
群
を
抜
い
て
そ
の
尊
崇
を
集
め
る
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
『
風
信
帖
』
は
、
空
海
（
７
７
４
―
８
３
５
）
が
、
比
叡
山
の
最
澄
（
７
６
７

―
８
２
２
）
に
あ
て
た
尺
牘
三
通
を
合
装
し
た
巻
子
（
２
８
・
８
㎝
×
１
５
７
・
９

㎝
）
で
あ
る
。
ふ
つ
う
一
巻
の
全
体
を
さ
し
て
『
風
信
帖
』
と
し
て
い
る
が
、
く

わ
し
く
は
第
一
通
を
「
風
信
帖
」（
図
Ａ
）、第
二
通
を
「
怱
被
帖
」、第
三
通
を
「
怱

恵
帖
」
と
よ
ん
で
区
別
し
て
い
る
。

　

小
稿
で
は
巻
子
名
称
と
尺
牘
名
称
が
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
混
乱
を
避
け
る

た
め
必
要
に
応
じ
て
、
巻
子
全
体
は
〝
巻
子
装
『
風
信
帖
』〟
と
よ
び
、
第
一
通

尺
牘
は
〝
尺
牘
「
風
信
帖
」〟
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

第
一
通
の
書
き
出
し
が
「
風
信
雲
書
。
自
天
翔
臨
…
…
」
で
は
じ
ま
る
こ
と
か

ら
、
い
つ
の
こ
ろ
と
は
判
じ
が
た
い
が
、
ふ
る
く
か
ら
『
風
信
帖
』
と
よ
ば
れ
て

い
る
。

　

尺
牘
三
通
の
末
尾
に
添
え
ら
れ
た
付
け
紙
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
も
と
は
五
通
あ

っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
一
通
は
盗
難
に
あ
い
、
ま
た
一
通
は

天
正
年
間
（
１
５
７
３
―
１
５
９
２
）
に
、
と
き
の
関
白
で
あ
っ
た
豊
臣
秀
次

（
１
５
６
８
―
１
５
９
５
）
の
所
望
に
よ
り
進
上
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
風
信
帖
』
の
伝
来
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
は
じ
め
最
澄

が
開
い
た
天
台
宗
の
総
本
山
で
あ
る
延
暦
寺
に
お
か
れ
た
と
さ
れ
、
の
ち
文
和
四

年
（
１
３
５
５
）
東
寺
と
よ
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
る
京
都
の
真
言
宗
総
本
山
、

教
王
護
国
寺
御
影
堂
（
大
師
堂
）
へ
奉
納
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
、
昭
和
三
十
八
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年
（
１
９
６
３
）
に
完
成
し
た
宝
物
館
に
秘
蔵
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

１
・
２
、『
風
信
帖
』
の
内
容
に
つ
い
て
―　

空
海
は
真
言
宗
の
開
祖
で
あ
り
、

の
ち
に
醍
醐
天
皇
よ
り
弘
法
大
師
を
諡
号
（
９
２
１
）
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
ま

た
、
最
澄
は
天
台
宗
の
開
祖
で
あ
り
、
の
ち
に
清
和
天
皇
よ
り
伝
教
大
師
を
諡
号

（
８
６
６
）
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
南
都
（
奈
良
）
仏
教
に
変
わ
っ
て
新
し
い
仏

教
が
切
望
さ
れ
た
平
安
時
代
、
遣
唐
使
と
し
て
と
も
に
中
国
に
渡
っ
た
空
海
と
最

澄
の
交
流
は
、
最
澄
が
空
海
に
密
教
の
教
え
を
受
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
い

う
。
両
者
の
間
で
親
密
な
交
流
を
し
め
す
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、
も
っ

と
も
有
名
な
も
の
が
空
海
か
ら
最
澄
に
宛
て
ら
れ
た
尺
牘
を
集
め
て
合
装
さ
れ
て

巻
子
と
な
っ
た
も
の
が
、
今
見
る
『
風
信
帖
』
の
姿
で
あ
る
。

　

尺
牘
の
文
面
に
は
、
密
典
（
書
物
『
摩
訶
止
観
』）
の
貸
与
に
た
い
す
る
御
礼

に
始
ま
り
、
空
海
の
仏
教
へ
の
篤
実
な
心
情
が
漢
文
体
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

字
句
に
託
さ
れ
た
空
海
の
言
葉
に
は
、
新
仏
教
の
流
れ
が
中
国
か
ら
日
本
に
も
た

ら
さ
れ
た
高
揚
と
気
概
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
現
代
人
が
読
ん
で
も
千
年
の

時
空
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
空
海
が
満
身
に
体
し
た
密
教
へ
の
思
い
を
感
得

せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

１
・
３
、『
風
信
帖
』
の
書
に
つ
い
て
―　
『
風
信
帖
』
に
か
か
れ
た
空
海
の
筆

跡
は
、
書
聖
と
称
さ
れ
た
王
羲
之
の
筆
法
に
も
と
づ
き
な
が
ら
独
自
の
書
風
を
形

成
し
、
空
海
の
天
賦
の
才
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
た
真
跡
で
あ
る
。
と
く
に
真
言

密
教
に
お
い
て
は
書
そ
の
も
の
が
生
命
を
も
ち
、
人
格
を
そ
な
え
た
も
の
と
指
摘

す
る
宗
教
者
も
い
る
。
ま
た
『
風
信
帖
』
に
か
か
れ
た
書
は
、
筆
跡
と
し
て
の
美

と
と
も
に
空
海
の
生
命
そ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
密
教
の
教
え
で
あ
る
宇
宙

真
理
が
具
体
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
こ
の
指
摘
が
学
問
と

し
て
検
証
さ
れ
う
る
か
と
い
う
点
は
小
稿
で
は
追
求
し
な
い
が
、
古
来
よ
り
〝
書

は
人
な
り
〟
の
言
葉
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
さ
に
空
海
『
風
信
帖
』

も
同
様
で
あ
る
こ
と
は
、
言
を
俟
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
『
風
信
帖
』
に
お
け
る
文
章
表
現
の
巧
妙
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
書
は
小

字
で
あ
り
な
が
ら
も
中
国
の
名
跡
に
比
肩
す
る
筆
跡
で
あ
る
。
稿
者
（
遠
藤
）
の

管
見
な
が
ら
、
こ
の
指
摘
に
対
し
て
否
定
す
る
説
論
を
見
た
こ
と
が
な
い
こ
と
は
、

な
に
よ
り
の
証
左
と
い
え
よ
う
。
そ
の
書
は
博
大
な
気
象
に
よ
る
運
筆
に
く
わ
え
、

空
海
の
精
神
が
書
か
れ
た
文
字
の
一
点
一
画
に
宿
る
と
も
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
ほ
ど
の
深
い
精
神
性
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

１
・
４
、
空
海
の
略
歴
に
つ
い
て
―　

宝
亀
五
年
（
７
７
４
）、
讃
岐
国
多
度

郡
（
い
ま
の
香
川
県
善
通
寺
市
）
に
生
ま
れ
、
幼
名
を
佐さ
え

伯き
の

真ま

魚お

と
い
う
。

二
十
四
歳
で
出
家
し
諸
国
を
遍
歴
し
て
修
行
を
積
ん
で
、
三
十
一
歳
の
と
き
遣
唐

使
船
に
て
入
唐
を
果
た
し
た
。
長
安
の
青
龍
寺
の
僧
・
恵
果
か
ら
密
教
の
秘
法
を

授
け
ら
れ
真
言
密
教
の
奥
義
を
究
め
、
二
年
後
に
帰
朝
し
高
野
山
に
金
剛
峯
寺
を

建
て
真
言
宗
を
開
い
た
。

　

空
海
は
仏
教
だ
け
で
な
く
、
書
に
も
精
通
し
篆
書
・
隷
書
・
楷
書
・
行
書
・
草

書
の
五
体
の
ほ
か
飛
白
書
を
よ
く
し
た
。
そ
の
真
跡
に
は『
風
信
帖
』の
ほ
か
、『
聾

瞽
指
帰（
図
Ｃ
）』『
灌
頂
歴
名（
図
Ｇ
）』『
七
祖
像
賛（
図
Ｈ
）』『
金
剛
般
若
経
開
題
』

な
ど
が
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
嵯
峨
天
皇
（
７
８
６
―
８
４
２
）・
橘
逸

勢
（
？
―
８
４
２
）
と
と
も
に
三
筆
の
ひ
と
り
に
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
入じ
ゅ

木ぼ
く

道ど
う

（
書
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道
の
こ
と
）
の
祖
と
仰
が
れ
て
い
る
。
承
和
二
年
（
８
３
５
）
三
月
二
十
一
日
、

享
年
六
十
二
歳
に
て
入
滅
し
た
。

２
、
今
日
見
る
こ
と
の
で
き
る
空
海
の
書

　

２
・
１
、
今
日
見
る
こ
と
の
で
き
る
空
海
の
書
―　

空
海
六
十
二
歳
の
生
涯
で
、

今
日
見
る
こ
と
の
で
き
る
伝
来
書
を
除
い
た
空
海
の
真
跡
は
少
数
で
あ
る
。
若
年

期
の
も
っ
と
も
早
い
も
の
は
『
聾ろ
う

瞽こ

指し
い

帰き

』（
７
９
７
）
で
、
空
海
二
十
四
歳
の
書

で
あ
る
。
十
年
ほ
ど
を
隔
て
て
三
十
三
歳
の
と
き
の
『
三さ
ん

十じ
ゅ
う

帖じ
ょ
う

策さ
く

子し

』（
８
０
５

頃　

図
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
）
が
あ
る
。
つ
ぎ
が
七
年
後
の
『
灌か
ん

頂じ
ょ
う

記き

』（
８
１
２
―

８
１
３
）
で
、
三
十
八
歳
か
ら
三
十
九
歳
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。『
風
信
帖
』

（
８
１
２
頃
）
も
断
定
は
で
き
な
い
が
同
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
同
時
期
に
は
『
金
剛
般
若
経
開
題
』（
８
１
３
）
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
『
七
祖
像

賛
』（
８
０
５
―
８
２
１
）
が
あ
っ
て
、
三
十
三
歳
か
ら
四
十
八
歳
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
『
大
日
経
開
題
』
が
あ
る
が
、
年
代
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

　

ま
た
空
海
の
筆
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
に
『
将
来
目
録
』（
８
０
６
）『
急
就
章
』

（
８
１
２
）『
文
筆
眼
心
抄
』（
８
２
０
）『
益
田
池
碑
銘
』（
８
２
５
）
が
あ
り
、
年
代

は
不
詳
で
あ
る
が
『
崔
子
玉
座
右
銘
』『
孫
過
庭
書
譜
』『
新
撰
類
林
抄
』
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
空
海
と
縁
の
ふ
か
い
も
の
だ
が
、
空
海
の
真
跡
と
は
考
え
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。

　

空
海
の
生
涯
で
も
っ
と
も
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
延
暦
二
十
三
年
（
８
０
４
）

に
遣
唐
使
船
で
入
唐
し
都
の
長
安
で
密
教
の
奥
義
を
き
わ
め
、
多
数
の
貴
重
な
典

籍
を
た
ず
さ
え
て
大
同
元
年
（
８
０
６
）
に
帰
朝
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に

あ
げ
た
書
例
で
い
う
と
『
聾
瞽
指
帰
』
は
、
入
唐
以
前
で
は
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

『
三
十
帖
冊
子
』
は
、
唐
に
お
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
灌
頂
記
』『
風
信
帖
』

『
金
剛
般
若
経
開
題
』『
七
祖
像
賛
』
は
、
帰
朝
後
の
三
十
八
歳
か
ら
四
十
八
歳
の

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
六
十
二
歳
で
入
滅
す
る
ま
で
、
書
写
年
の
確
認
で
き
る

真
跡
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　

２
・
２
、『
聾
瞽
指
帰
』
に
つ
い
て
―　

空
海
の
著
作
と
し
て
知
ら
れ
る
『
三
教

指
帰
』
の
草
稿
と
な
っ
た
も
の
が
、『
聾
瞽
指
帰
』
で
あ
る
。
三
教
と
は
、
儒
教
・

仏
教
・
道
教
を
い
う
。『
聾
瞽
指
帰
』
で
は
、
三
教
の
優
劣
を
論
じ
て
の
ち
、
仏
教

の
妙
理
を
説
い
て
い
る
。
文
章
は
駢べ
ん

儷れ
い

体た
い

を
も
ち
い
て
散
文
と
い
う
よ
り
も
韻
文

に
ち
か
い
も
の
で
、
音
調
を
そ
ろ
え
た
文
章
に
し
て
形
式
を
と
と
の
え
た
も
の
で

あ
る
。
空
海
が
、
中
国
の
文
学
に
も
精
通
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
文
字

は
点
画
に
筆
力
が
み
な
ぎ
り
、
そ
の
字
姿
は
王
羲
之
書
法
を
よ
く
習
得
し
た
も
の

で
あ
る
。
筆
法
上
の
特
徴
的
な
と
こ
ろ
は
、
全
体
を
と
お
し
て
収
筆
に
ト
メ
が
お

お
く
ハ
ラ
イ
が
少
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
書
体
は
行
書
で
あ
り
な
が
ら
、
一

文
字
ず
つ
書
き
す
す
め
て
い
く
と
い
う
楷
書
的
な
運
筆
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

２
・
３
、『
三
十
帖
策
子
』
に
つ
い
て
―　

策
子
は
、
冊
子
と
お
な
じ
意
味
で
あ

る
。
三
十
帖
の
策
子
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
内

容
は
、
金こ
ん

剛ご
う

界か
い

と
胎た
い

蔵ぞ
う

界か
い

の
経
論
・
儀
軌
・
梵ぼ
ん

字じ

真し
ん

言ご
ん

で
、
真
言
宗
の
根
本
宝
典

と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
三
十
帖
の
大
部
分
は
滞
在
し
た
長
安
の
写
経
生
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
部
が
空
海
の
自
筆
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。
第

二
十
帖
（
図
Ｄ
）
は
厳
正
な
写
経
体
の
楷
書
で
か
か
れ
て
い
て
、
空
海
の
楷
書
の

真
相
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
十
六
帖
（
図
Ｅ
）
は
細
字
で
あ
り
な
が
ら
も
、



―　　―27

た
っ
ぷ
り
と
し
た
草
書
で
、
と
く
に
破4

や
縁4

な
ど
は
文
字
が
左
に
傾
斜
し
な
が
ら

中
心
を
右
に
移
動
さ
せ
て
い
て
、
王
羲
之
の
草
書
の
特
徴
を
よ
く
学
ん
で
い
る
こ

と
が
指
摘
で
き
る
。
第
二
十
七
帖
（
図
Ｆ
）
に
は
、
古
代
イ
ン
ド
語
で
用
い
ら
れ

た
文
字
で
あ
る
梵
字
（
悉
曇
文
字
）
も
か
か
れ
て
い
る
。

　

２
・
４
、『
灌
頂
記
』
に
つ
い
て
―　
『
灌
頂
記
』
は
、
空
海
が
高
尾
山
寺
（
の

ち
の
神
護
寺
）
に
お
け
る
灌
頂
と
呼
ば
れ
る
儀
式
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の

灌
頂
は
結け
ち

縁え
ん

灌か
ん

頂じ
ょ
うと
い
う
も
の
で
、
ど
の
仏
に
守
り
本
尊
と
な
っ
て
も
ら
う
か
を

決
め
る
儀
式
で
あ
っ
た
。
目
隠
し
を
し
て
曼ま
ん

荼だ

羅ら

の
う
え
に
華
を
な
げ
、
華
の
お

ち
た
と
こ
ろ
の
仏
と
縁
を
む
す
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
結
縁
灌
頂
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
弘

仁
三
年
（
８
１
２
）
の
十
一
月
十
五
日
と
十
二
月
十
四
日
の
灌
頂
に
は
、
最
澄
が

参
加
し
た
。
十
一
月
の
金
剛
界
灌
頂
で
は
最
澄
の
守
り
本
尊
は
因い
ん

菩ぼ

薩さ
つ

と
な
り
、

十
二
月
の
胎
蔵
界
灌
頂
で
は
宝ほ
う

幢ど
う

仏ぶ
つ

と
な
っ
た
。

　

２
・
５
、『
七
祖
像
賛
』
に
つ
い
て
―　

七
祖
と
は
真
言
宗
の
七
人
の
祖
師
で
、

龍
猛
・
龍
智
・
金
剛
智
・
不
空
金
剛
・
善
無
畏
・
一
行
・
恵
果
を
さ
す
。
祖
像
に

は
、
当
時
の
中
国
で
流
行
し
て
い
た
飛ひ

白は
く

書し
ょ

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
空
海
が
、

書
つ
ま
り
筆
跡
に
た
い
し
て
密
教
の
霊
力
を
こ
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
空
海
に
と

っ
て
、
密
教
と
そ
の
教
え
が
か
か
れ
る
文
字
つ
ま
り
書
は
一
体
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。

３
、
増
田
孝
氏
の
新
説
―
「
忽
披
帖
」「
忽
恵
帖
」
は
写
し
で
あ
る
―

　

３
・
１
、
増
田
孝
氏
の
新
説
、「
忽
披
帖
」「
忽
恵
帖
」
は
写
し
で
あ
る
―　

増
田

孝
氏
は
、
そ
の
著
『
書
の
真
贋
を
推
理
す
る
』
東
京
堂
出
版
（
２
０
０
４
）
に
お

い
て
、『
風
信
帖
』
三
通
の
う
ち
第
一
通
「
風
信
帖
」
の
み
が
空
海
の
真
跡
で
あ
り
、

第
二
通
「
忽
披
帖
」
と
第
三
通
「
忽
恵
帖
」
は
写
し
0

0

で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
六
月
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た『
弘
法
大
師
筆
尺
牘
三
通（
風
信
帖
）』

は
空
海
の
真
跡
と
し
て
誰
も
疑
い
を
呈
し
た
者
の
な
か
っ
た
も
の
で
、
ま
さ
に
宗

教
界
は
も
と
よ
り
書
道
界
に
と
っ
て
驚
天
動
地
と
い
う
べ
き
言
説
で
あ
る
。

　

増
田
氏
は
、
東
京
教
育
大
学
（
い
ま
の
筑
波
大
学
）
卒
業
の
の
ち
高
校
教
諭
を

へ
て
愛
知
文
教
大
学
教
授
と
な
り
、
副
学
長
・
学
長
を
務
め
て
い
る
。
研
究
分
野

は
日
本
書
跡
史
・
日
本
文
化
史
で
、
著
作
に
は
『
光
悦
の
手
紙
』『
茶
人
の
書
』『
日

本
近
世
書
跡
成
立
史
の
研
究
』
な
ど
が
あ
る
。

　

３
・
２
、
増
田
氏
の
推
理
―　
『
風
信
帖
』
に
つ
い
て
は
、『
書
の
真
贋
を
推
理

す
る
』
第
二
章
に
「
風
信
帖
を
推
理
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
表
題
に
あ
る
と
お
り
、
あ
く
ま
で
も
〝
推
理
〟
と
し
て
文
章
は
進
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
前
提
か
ら
文
中
に
は
、〝
料
紙
の
年
代
測
定
が
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
〟
や
〝
料
紙
の
科
学
分
析
が
待
ち
望
ま
れ
る
〟
な
ど
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
国
宝
指
定
と
い
う
壁
が
あ
っ
て
原
典
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な

い
現
況
を
示
し
て
い
る
が
、
増
田
氏
が
、
こ
う
し
て
自
身
の
見
解
を
出
版
に
よ
っ

て
公
表
し
た
こ
と
は
、
か
な
り
の
確
信
を
得
て
い
る
も
の
で
あ
り
憶
測
や
想
像
で

は
な
い
と
考
え
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。

　

３
・
３
、
増
田
氏
の
主
張
―　

増
田
氏
の
論
述
は
、
①
原マ

物マ

の
魅
力
、
②
風
信

帖
と
は
何
か
、
③
奥お
く

書が
き

お
よ
び
付
属
文
書
、
④
書
風
は
二
種
類
、
⑤
「
忽
披
帖
」
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と
「
忽
恵
帖
」
の
書
風
、
⑥
料
紙
の
観
察
、
⑦
不
思
議
な
印
、
⑧
風
信
帖
の
成
立

過
程
の
順
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
小
稿
で
は
論
説
の
す
べ
て
は
紹
介
で
き
な
い
た

め
、
そ
の
要
旨
を
確
認
す
る
。

　

①
原
物
の
魅
力
か
ら
③
奥
書
お
よ
び
付
属
文
書
ま
で
は
、『
風
信
帖
』
全
体
の
紹

介
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
の
ち
の
論
述
の
た
め
の
前
提
で
あ
り
『
風
信
帖
』
の
概
略

で
あ
る
。

　

④
書
風
は
二
種
類
か
ら
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
風
信
帖
』
三
通
の
う
ち
、

「
風
信
帖
」（
Ａ
）
と
「
忽
披
帖
」（
Ｂ
）「
忽
恵
帖
」（
Ｂ’
）
と
し
、
お
お
き
く
は
Ａ
類

と
Ｂ
類
の
二
種
の
書
き
手
が
存
在
す
る
こ
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
Ｂ
類
の
（
Ｂ
）

と
（
Ｂ’
）
は
別
筆
で
あ
る
と
し
、（
Ｂ
）
と
（
Ｂ’
）
は
微
妙
な
違
い
が
あ
る
と
す
る
。

そ
の
理
由
と
し
た
の
が
、
筆
脈
の
自
然
さ

0

0

0

0

0

0

を
判
断
の
基
準
と
し
て
い
る
。
増
田
氏

は
「
風
信
帖
」
だ
け
が
書
の
筆
跡
と
し
て
自
然
で
あ
り
、「
忽
披
帖
」「
忽
恵
帖
」
に

は
、
そ
の
自
然
さ
が
欠
け
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

点
を
挙
げ
て
い
る
。「
忽
披
帖
」「
忽
恵
帖
」
に
つ

い
て
…
…
い
ず
れ
も
一
字
一
字
が
ポ
ツ
ポ
ツ
と
し
て
お
り
、
筆
を
執
る
者
の
気
持

ち
の
流
れ
を
そ
こ
か
ら
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
…
…
と
述
べ
て
い
る
。

　

⑤
「
忽
披
帖
」
と
「
忽
恵
帖
」
の
書
風
で
は
、「
忽
披
帖
」
と
「
忽
恵
帖
」
に
あ

る
字
例
を
あ
げ
て
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。「
忽
披
帖
」
で
は
枉
書
・
法
儀
・
披
・

過
・
不
具
・
釈
遍
照
を
あ
げ
て
、〝
自
然
な
勢
い
の
感
じ
ら
れ
な
い
〟〝
力
の
抜
け
た

跳
ね
方
〟〝
ひ
ど
く
ぎ
こ
ち
な
い
〟
と
述
べ
て
、
こ
れ
ら
の
理
由
と
し
て
見
書
（
見

写
し
の
こ
と
）
の
た
め
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。「
忽
恵
帖
」
で
は
、
三

日
来
也
・
慰
情
・
参
入
・
意
也
・
願
・
所
望
・
還
・
不
具
を
あ
げ
て
い
る
。
く
わ

え
て
「
忽
披
帖
」
と
「
忽
恵
帖
」
の
書
風
が
、
空
海
が
活
躍
し
た
の
ち
の
平
安
中

期
以
後
の
写
本
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

　

⑥
料
紙
の
観
察
で
は
、
書
か
れ
て
い
る
紙
が
「
風
信
帖
」
は
楮こ
う
ぞで

あ
り
、「
忽
披

帖
」「
忽
恵
帖
」
は
楮
・
三み
つ

椏ま
た

・
雁が
ん

皮ぴ

の
混
じ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
目
で
確
認
で
き

0

0

0

0

0

0

る0

と
す
る
。
た
だ
し
、
三
通
と
も
今
日
ま
で
料
紙
素
材
の
科
学
分
析
は
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
決
定
的
な
判
断
と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

⑦
不
思
議
な
印
で
は
、『
風
信
帖
』
の
表
面
（
図
Ｋ
右
）
と
背
面
（
図
Ｋ
左
）
に

あ
る
押
印
や
奥
書
の
文
字
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
な
指
摘
を
く
わ
え
て
い
る
。
な
お

背
面
に
あ
る
押
印
に
つ
い
て
は
未
公
表
で
、
印
面
の
内
容
は
不
詳
で
あ
る
。

　

⑧
風
信
帖
の
成
立
過
程
で
は
、
現
在
の
『
風
信
帖
』
三
通
が
で
き
あ
が
る
ま
で

を
推
理
し
て
い
る
。
は
じ
め
空
海
真
跡
本
「
風
信
帖
」
と
、
真
跡
本
「
忽
披
帖
」

「
忽
恵
帖
」
は
切
り
離
さ
れ
て
単
独
の
紙
面
の
ま
ま
伝
来
し
た
と
推
理
す
る
。
の

ち
に
真
跡
本
「
忽
披
帖
」「
忽
恵
帖
」
は
何
ら
か
の
理
由
で
写
し
0

0

に
替
え
ら
れ
て
残

さ
れ
、
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
の
ち
に
真
跡
本
「
風
信
帖
」
を
冒
頭
に
し
て
現

在
の
巻
物
に
仕
立
て
ら
れ
た
と
推
理
す
る
。

４
、
空
海
『
風
信
帖
』
を
実
見
し
て
の
新
た
な
発
見

　

４
・
１
、
空
海
『
風
信
帖
』
を
実
見
す
る
―　

広
報
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め

か
大
き
な
話
題
と
し
て
耳
に
し
な
か
っ
た
が
、
平
成
二
十
六
年
九
月
十
七
日
か
ら

十
月
十
三
日
ま
で
、
東
京
国
立
博
物
館
（
台
東
区
上
野
公
園
）
本
館
・
国
宝
室
に

て
『
風
信
帖
』
全
体
が
展
示
さ
れ
た
。
筆
者
（
遠
藤
）
は
、
九
月
二
十
六
日
金
曜

日
の
夜
間
開
館
日
（
午
後
八
時
ま
で
開
館
）
に
見
学
の
機
会
を
得
た
。
静
謐
の
気

に
満
ち
て
展
示
台
に
お
か
れ
た
『
風
信
帖
』
は
、
と
き
お
り
見
学
者
が
い
る
も
の

の
混
み
合
う
こ
と
な
く
、
長
閑
を
過
ご
し
て
心
お
き
な
く
観
賞
す
る
僥
倖
を
得
た
。

こ
の
折
に
図
版
写
真
で
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
い
く
つ
か
の
発
見
が
あ
っ
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た
の
で
、
そ
の
報
告
と
私
見
を
以
下
に
述
べ
る
。

　

４
・
２
、『
風
信
帖
』
の
紙
に
つ
い
て
―　

こ
れ
は
、
前
章
で
述
べ
た
増
田
孝
氏

の
指
摘
で
あ
る
…
…
第
一
通
「
風
信
帖
」
は
楮こ
う
ぞで
あ
り
、
第
二
通
「
忽
披
帖
」
第

三
通
「
忽
恵
帖
」
は
楮
・
三み
つ

椏ま
た

・
雁が
ん

皮ぴ

の
混
じ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
目
で
確
認
で

き
る
…
…
と
同
じ
感
想
を
得
た
。
稿
者
（
遠
藤
）
の
観
賞
で
は
、
第
一
通
「
風
信

帖
」
は
厚
手
の
紙
で
、
表
面
が
ザ
ラ
つ
い
た
紙
質
で
あ
る
こ
と
、
墨
は
や
や
淡
墨

色
で
松
煙
墨
の
よ
う
に
青
み
が
か
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
さ
ら
と
は
筆
を
運
び
に

く
く
、
ど
う
し
て
も
一
文
字
一
文
字
ご
と
に
運
筆
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
こ
と
。

こ
れ
に
対
し
て
第
二
通
「
忽
披
帖
」
第
三
通
「
忽
恵
帖
」
は
薄
く
、
ま
た
表
面
が

平
滑
で
ツ
ル
リ
と
し
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
第
二
通
「
忽
披
帖
」
は
、
墨
は
黒
色

に
ち
か
く
油
煙
墨
の
よ
う
で
あ
る
が
、
少
し
ニ
ジ
ミ
や
す
い
紙
質
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
第
三
通
「
忽
恵
帖
」
は
、
墨
は
第
二
通
と
同
様
で
あ
る
が
、
ニ
ジ
ミ
が
で
に

く
い
も
の
で
筆
が
軽
快
に
運
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
、
今
回
の
実
見
に
よ
り
判
明
し

得
た
点
で
あ
る
。

　

４
・
３
、
付つ
け

紙が
み

に
あ
る
奥
書
に
つ
い
て
―　

付
紙
に
あ
る
奥
書
は
五
条
が
記
さ

れ
、
①
「
以
上
五
枚
」、
②
「
五
枚
、
八
尺
七
寸
五
分
」、
③
「
伝
領
（
花
押
）」、

④
「
本
寄
進
状
、
雖
為
五
通
、
猶
本
主
良
瑜
之
許
留
置
之
間
、
守
禅
或
人
、
一
枚

盗
取
之
由
、
良
瑜
送
ニ
一
枚
紛
失
之
由
、
載
之
者
也
。
既
副
置
状
」、
⑤
「
当
関

白
殿
下
秀
次
公
、
以
与
山
上
人
、
為
御
所
望
付
、
消
息
四
枚
之
内
、
一
枚
進
上
畢
。

天
正
廿
壬
辰
年
四
月
九
日
」
と
あ
る
。
五
条
の
奧
書
の
内
容
を
総
合
し
て
要
約
す

る
と
…
…
も
と
も
と
は
五
通
あ
っ
た
が
、
良
瑜
の
も
と
に
あ
っ
た
時
に
一
通
は
盗

難
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
通
は
天
正
二
十
年
（
１
５
９
２
）
豊
臣
秀
次
の
所
望
に

よ
り
進
上
さ
れ
た
…
…
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
付
属
の
寄
進
状
に
よ
り
、
文
和
四

年
（
１
３
５
５
）
に
教
王
護
国
寺
（
東
寺
）
の
所
有
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　

４
・
４
、
押お
う

縫ほ
う

印い
ん

「
延
暦
寺
印
」
に
つ
い
て
―　

押
縫
印
と
は
、
紙
の
継
ぎ
目

が
分
割
し
な
い
こ
と
を
目
的
と
し
て
押
印
す
る
も
の
で
あ
る
。『
風
信
帖
』
で
は
第

三
通
「
忽
恵
帖
」
の
末
尾
と
付
紙
の
あ
い
だ
に
押
印
（
図
Ｍ
）
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
仔
細
に
観
察
す
る
と
、
二
度
押
し
し
て
い
る
様
子
（
図
Ｎ
）
が
わ
か
る
。
一

度
目
は
四
十
五
度
に
傾
け
て
、
二
度
目
は
、
そ
の
上
か
ら
垂
直
に
し
て
、
ま
る
で

一
度
目
の
押
印
を
覆
い
隠
す
よ
う
に
押
印
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の

は
、
一
度
目
の
四
十
五
度
に
傾
け
た
押
印
左
半
分
は
付
紙
に
残
っ
て
い
る
も
の
の
、

第
三
通
「
忽
恵
帖
」
の
末
尾
に
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
以
上
を
考
え
れ
ば
か
な
ら

ず
や
、
ど
こ
か
の
本
紙
の
末
尾
に
押
印
右
半
分
の
存
在
を
疑
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
よ
く
目
を
凝
ら
し
て
み
る
と
、
第
二
紙
の
末
尾
に
、
ほ
ん
の
り
と

ご
く
薄
く
右
半
分
と
思
わ
れ
る
押
印
跡
（
図
Ｌ
）
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

５
、
現
在
の
尺
牘
三
通
（「
風
信
帖
」「
忽
披
帖
」「
忽
恵
帖
」）
の
位
置
順
番
は
、
取

り
換
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

　

５
・
１
、
も
と
の
姿
の
巻
子
に
お
け
る
尺
牘
三
通
の
位
置
順
番
へ
の
考
察
―　

現
在
、
第
一
通
「
風
信
帖
」
つ
い
で
第
二
通
「
忽
披
帖
」
つ
い
で
第
三
通
「
忽
恵

帖
」
つ
い
で
付
紙
と
い
う
順
序
で
巻
子
装
と
な
っ
て
い
る
が
、
第
四
章
で
確
認
し

た
押
印
に
し
た
が
え
ば
第
二
通
「
忽
披
帖
」
と
付
紙
が
一
体
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
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違
い
な
い
が
、
第
一
通
と
第
三
通
「
忽
恵
帖
」
の
順
番
が
不
明
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
一
つ
の
仮
説
と
し
て
、
尺
牘
に
書
か
れ
た
日
付
に
よ
る
順
番
を
想
定
し

た
。
第
一
通
「
風
信
帖
」
は
九
月
十
一
日
・
第
二
通
「
忽
披
帖
」
は
九
月
十
三
日
・

第
三
通
「
忽
恵
帖
」
は
九
月
五
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
の
巻
子
装
以
前
は 

〝
冒
頭
が
「
忽
恵
帖
」
で
、
次
は
「
風
信
帖
」、
最
後
が
「
忽
披
帖
」
に
付
紙
が
あ

っ
た
〟
と
い
う
も
の
（
図
Ｏ
）
で
あ
る
。

　

５
・
２
、
尺
牘
三
通
の
位
置
（
順
番
）
が
替
え
ら
れ
た
理
由
―　

で
は
な
ぜ
尺

牘
「
風
信
帖
」
を
第
一
通
に
装
幀
を
直
し
た
か
と
い
え
ば
、
教
王
護
国
寺
に
お
い

て
―
尺
牘
「
風
信
帖
」
だ
け
は
本
来
の
も
の
で
、
空
海
の
真
跡
で
あ
る
と
し
て
伝

わ
っ
て
い
た
―
こ
の
こ
と
が
第
一
の
理
由
で
は
な
い
か
と
思
量
さ
れ
る
。
は
か
ら

ず
も
、
前
章
の
増
田
氏
の
〝
第
一
通
「
風
信
帖
」
だ
け
が
真
跡
で
あ
る
〟
と
い
う

見
解
を
追
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
増
田
氏
の
新
説
に
さ
ら
に
実
証
を

加
え
得
た
も
の
と
思
う
。

　

本
来
五
通
あ
っ
た
尺
牘
（
現
存
の
「
風
信
帖
」「
忽
披
帖
」「
忽
恵
帖
」
と
失
わ
れ

た
二
通
）
は
、
文
和
四
年
（
１
３
５
５
）
に
教
王
護
国
寺
の
所
蔵
と
な
っ
て
か
ら

は
、
空
海
の
筆
跡
と
し
て
の
尊
重
の
み
な
ら
ず
、
宗
祖
空
海
そ
の
も
の
で
あ
り
御

神
体
と
し
て
の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
こ
で
改
め
て
言
う
に
は
及
ば
な
い
で

あ
ろ
う
。
こ
ん
に
ち
現
在
で
も
教
王
護
国
寺
の
御
影
堂
（
大
師
堂
）
で
は
、
毎
朝

六
時
に
空
海
が
住
持
し
暮
ら
し
て
い
た
時
と
同
じ
よ
う
に
一
の
膳
と
二
の
膳
、
そ

し
て
茶
を
供
え
る
生
し
ょ
う

身し
ん

供ぐ

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
空
海
尺

牘
は
―
空
海
そ
の
人
の
化
身
―
と
し
て
大
切
に
護
持
さ
れ
宝
蔵
さ
れ
て
い
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
事
実
と
言
っ
て
よ
い
。
教
王
護
国
寺
の
僧
侶
で
あ

れ
ば
、
尺
牘
五
通
の
存
在
は
絶
対
無
二
で
あ
り
不
可
侵
の
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し
一
通
は
盗
難
に
あ
い
、
つ
い
で
時
の
権
力
者
で
あ
る
関
白
豊
臣
秀

次
の
所
望
に
よ
り
、
さ
ら
に
一
通
が
進
上
さ
れ
る
と
い
う
法
難
と
い
う
べ
き
経
緯

が
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。

　

巻
子
『
風
信
帖
』
を
護
持
し
た
教
王
護
国
寺
の
僧
侶
に
と
っ
て
、
伝
来
の
尺
牘

の
う
ち
―
尺
牘
「
風
信
帖
」
だ
け
が
真
筆
で
あ
っ
た
―
こ
と
は
口
外
さ
れ
な
い
公

然
の
事
実
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
当

初
の
巻
子
装
は
尺
牘
の
日
付
順
で
巻
子
装
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
の
ち
真
跡
で

あ
る
尺
牘
「
風
信
帖
」
を
第
一
の
本
尊
宝
物
と
し
て
巻
子
冒
頭
に
し
て
、
写
本
で

あ
る
「
忽
披
帖
」「
忽
恵
帖
」
を
継
い
で
整
え
直
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
不
自

然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

５
・
３
、「
忽
披
帖
」「
忽
恵
帖
」
は
な
ぜ
順
番
が
変
わ
っ
た
の
か
―　
　

き
わ
め

て
単
純
に
考
え
れ
ば
、「
風
信
帖
」
を
冒
頭
に
す
る
た
め
に
、
当
初
冒
頭
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
九
月
五
日
付
「
忽
恵
帖
」
を
切
り
取
っ
て
、
第
二
番
目
の
九
月

十
一
日
付
「
風
信
帖
」
と
第
三
番
目
の
九
月
十
三
日
付
「
忽
披
帖
」
は
そ
の
ま
ま

に
し
て
末
尾
に
貼
り
こ
み
、
現
状
で
あ
る
冒
頭
を
尺
牘
「
風
信
帖
」
と
し
、
第
二

番
目
に
「
忽
披
帖
」
つ
い
で
第
三
番
目
に
「
忽
恵
帖
」
―
と
し
た
と
い
う
の
が
、

も
っ
と
も
簡
易
で
あ
り
、
ま
た
原
状
を
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
ま
に
し
て
変
更
し
や

す
い
方
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

結
語

　

本
稿
の
研
究
の
端
緒
は
、
東
京
堂
出
版
『
書
の
真
贋
を
推
理
す
る
』
に
収
め
ら
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れ
た
増
田
孝
氏
の
新
説
―
「
忽
披
帖
」「
忽
恵
帖
」
は
写
し
で
あ
る
―
に
触
発
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
巻
子
『
風
信
帖
』
は
古
来
よ
り
伝
来
し
て
近
代
に
い
た
る
ま
で
、

誰
も
疑
う
こ
と
の
な
か
っ
た
空
海
の
真
筆
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
故

に
、
そ
れ
に
疑
い
を
差
し
挟
む
こ
と
は
禁
忌
と
い
う
、
暗
黙
の
了
解
や
配
慮
が
あ

っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
実
際
に
書
作
を
専
業
と
す
る
書
家
の
評
論
に
は
、「
忽

披
帖
」「
忽
恵
帖
」
の
筆
跡
に
対
し
て
い
ぶ
か
る

0

0

0

0

指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
も
少
な
か
ら

ず
目
に
し
た
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
感
想
で
あ
り
、
直
接
に
批
判
し
た
も
の
は

な
く
、
空
海
の
仏
徳
を
損
な
う
こ
と
は
憚
ら
れ
た
と
い
え
る
。

　

か
く
言
う
筆
者
（
遠
藤
）
も
、
巻
子
『
風
信
帖
』
三
通
は
格
別
に
目
に
し
手
習

い
し
、
諳
ん
じ
暗
ず
る
ほ
ど
に
観
照
し
た
が
、
増
田
氏
の
説
に
触
れ
る
ま
で
は
、

微
塵
の
疑
い
も
な
か
っ
た
。
人
の
書
写
の
状
況
は
様
々
で
あ
り
、
ど
ん
な
に
名
人

と
い
え
ど
も
筆
者
自
身
の
体
調
は
も
と
よ
り
、
晴
れ
か
雨
か
朝
か
夜
か
夏
か
冬
か

な
ど
時
候
の
条
件
、
筆
墨
の
良
否
ま
た
適
否
な
ど
用
具
用
材
の
条
件
な
ど
、
幾
つ

も
の
要
素
が
相
俟
っ
て
筆
が
執
ら
れ
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
残
さ
れ
た
筆
跡
に
多
少

の
瑕
疵
は
あ
っ
て
も
当
然
で
あ
る
と
い
う
是
認
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
思
込
み
に

あ
っ
て
増
田
氏
の
新
説
は
衝
撃
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
図
ら
ず
も
三
度
目
と
な
る

実
見
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
筆
者
（
遠
藤
）
の
不
明
を
払
拭
す
べ
き
好
機
と
な
っ

た
。

　

改
め
て
、
空
海
の
筆
跡
の
強
弱
や
緩
急
、
か
か
れ
た
用
紙
、
墨
の
ニ
ジ
ミ
と
カ

ス
レ
、
さ
ら
に
は
押
印
に
至
る
ま
で
検
討
で
き
た
こ
と
で
、
小
稿
の
第
五
章
に
お

け
る
―
現
在
の
尺
牘
三
通
（「
風
信
帖
」「
忽
披
帖
」「
忽
恵
帖
」）
の
位
置
順
番
は
、

取
り
換
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
―
と
い
う
説
を
導
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

将
来
、
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
巻
子
『
風
信
帖
』
に
お
け
る
尺
牘
三
通

そ
れ
ぞ
れ
に
墨
紙
の
年
代
測
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
こ
れ
が
行
わ

れ
れ
ば
増
田
氏
の
卓
説
、
ま
た
小
稿
の
検
討
と
考
察
が
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
平
成
三
十
年
九
月
十
五
日
稿
）

参
考
文
献

・『
空
海
』　

金
尾
文
淵
堂　

１
９
１
０

・『
弘
法
大
師
真
蹟
集
』　

文
昌
堂
書
店　

１
９
３
３

・『
弘
法
大
師
真
蹟
全
集
』
１　

平
凡
社　

１
９
３
４

・『
書
道
全
集
』
11　

平
凡
社　

１
９
５
５

・『
空
海　

風
信
帖
／
灌
頂
歴
名
／
座
右
銘
』　

二
玄
社　

１
９
５
９

・『
墨
美
』
91　

墨
美
社　

１
９
５
９

・『M
useum

』
115 　

東
京
国
立
博
物
館　

１
９
６
０

・『
書
品
』
124　

 

東
洋
書
道
協
会　

１
９
６
２

・『
墨
美
』
130　

墨
美
社　

１
９
６
３

・『
日
本
書
道
大
系
』
２　

講
談
社　

１
９
７
１

・『
弘
法
大
師
真
蹟
集
成
』　

法
蔵
館　

１
９
７
３

・『
墨
美
』
230　

墨
美
社　

１
９
７
３

・『
書
道
藝
術
』
12　

中
央
公
論
社　

１
９
７
５

・『
書
の
日
本
史
』
２　

平
凡
社　

 

１
９
７
５

・『
書
と
人
物
』
６　

毎
日
新
聞
社　

１
９
７
８

・『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
１　

講
談
社　

１
９
７
８

・『
原
色
法
帖
選
』
11　

二
玄
社　

１
９
８
５

・『
中
田
勇
次
郎
著
作
集
』
５　

二
玄
社　

１
９
８
５



―　　―32

・『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
宝
へ
の
旅
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日
本
放
送
出
版
協
会　

１
９
８
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・『
日
本
名
筆
選
』
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玄
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９
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空
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風
信
帖
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書
芸
文
化
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９
９
９
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弘
法
大
師
墨
蹟
聚
集
』　

弘
法
大
師
墨
蹟
聚
集
刊
行
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２
０
０
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・『
風
信
帖
・
潅
頂
記
』　

天
来
書
院　

２
０
０
２

・『
書
の
真
贋
を
推
理
す
る
』　

東
京
堂
出
版　

２
０
０
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空
海
筆
「
風
信
帖
」
の
形
を
読
む
』　

世
界
書
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０
０
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・『
週
刊
ニ
ッ
ポ
ン
の
国
宝
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０
０
』
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小
学
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２
０
０
８

・『
名
僧
の
書
』　

淡
交
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２
０
１
２

・『
日
本
美
術
全
集
』
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小
学
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２
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・『
墨
』
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芸
術
新
聞
社　

２
０
１
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―
付
記
―

　
　
　
　
　

空
海
の
人
物
に
関
す
る
著
書
研
究
論
考
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
こ
と
か
ら
、

　
　
　
　
　

こ
こ
で
は
『
風
信
帖
』
に
関
す
る
も
の
だ
け
を
取
り
上
げ
る
に
留
め
た
。
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第二通「忽披帖」末尾部分

＊黒塗り箇所は、遠藤加筆

図Ｌ

押縫印部分

＊黒塗り箇所は、遠藤加筆

図Ｎ


